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福祉サービス第三者評価結果表 
 

① 第三者評価機関名 

② 施設・事業所情報 

名称：仙台荒井雲母保育園  種別：保育所 

代表者氏名：早川 善行 定員（利用人数）： 60（47）名 

所在地：宮城県仙台市若林区荒井東１丁目４-８ 

TEL：０２２-２８７-１１９１ 
ホームページ： 

https://www.kirarahoikuen.com/about/hoikuen

/arai/ 

【施設・事業所の概要】 

開設年月日：２０１８年４月 

経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社モード・プランニング・ジャパン 

（運営委託先：          ） 

職員数 常勤職員：  15名 ３歳 １名 

専門職員 施設長    １名 ４歳 １名 

主任保育士    ０名 ５歳 １名 

０歳 ２名      栄養士（調理員） ３名 

１歳        ２名    保育従事職員 ２名   

２歳        ２名   

施設・設備 

の概要 

（居室数） （設備等） 

０歳児室 、１歳児室 

２歳児室 、３歳児室 

４歳児室 、５歳児室 

調理室、医務室、事務室 

沐浴室（1）、子育て支援室 

遊戯室、一時預かり室 

職員男子更衣室、職員女子更衣室 

洗濯室、休憩室、検収室 

下処理室、配膳室 

玄関、多目的トイレ（１） 

職員トイレ（１） 

調理室トイレ（１） 

幼児用トイレ（12） 

倉庫、屋外階段、園庭 

  

   

   

 

保 育 所 版 

一般社団法人宮城県社会福祉士会 
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③ 理念・基本方針 

【会社保育理念】 

「輝く大人が輝く子どもと子どもの未来を育てる」 
 

【保育スローガン】 

チームワークで支え愛 

みんなで楽しむ荒井園 

【保育目標】 

・自らの心と身体の健康を大切にできる子ども 

・まわりの人々の思いに気付き、社会の一員としての生活を目指せる子ども 

・自ら考えたことを表現し、様々な人と親しみを持って関わり合おうとする子ども 

・主体的な意志に基づいて行動し、探求心を持って考えられる子ども 
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④ 施設・事業所の特徴的な取組 

 

◇雲母保育園の特色 

  

１．健康な心と身体を育む 
 雲母保育園では、日々の保育や行事などを通して「健康な心と身体を育む」ことを

保育方針としています。 

保育士や栄養士がお子様一人ひとりに愛情をもち、優しい語りかけやスキンシップ

などを通して、お子様との信頼関係を築いています。 

 

２．食育 

 食べることの大切さ・楽しさを知り「食べる意欲」を育むために園をあげて食育に

取り組んでいます。 

 

３．きらら教室 

 きらら教室では、パズルやぬりえから言語やさんすうまで、様々なプログラムを通

して生活に必要な能力を身につける活動を行います。 

保育士とじっくり向き合い、一人ひとりの成長を見守り援助します、楽しみながら集

中して考えるため、基礎力・理解力・学習に対する意欲が育ちます。 

 

４．保護者の方々との連携 

 雲母保育園では園と保護者の方々とのコミュニケーション・信頼関係を大切に考え

ております。毎日お迎えの際に５分間お時間を頂戴し、園職員とじっくりお話をさせ

て頂くことをお願いしています。 

また、園で行う様々な行事には保護者の方々の御協力をいただいています。 

保護者の方々と共に、お子様の成長を喜び合いたいと考えています。 

 

５．安全管理 

 日ごろより安全面に関しては細心の注意を払っていますが、万一の時に備え、セコ

ムのセキュリティシステムを導入しています。職員不在時の園内への不審者侵入時や

職員による非常ボタンでの要請により、すぐさま警備員が駆けつけるようになってい
ます。    

また、来訪者を識別する為にカメラ付インターホンの設置、生体認証（職員のみ）

による入退出管理を行うなど、徹底した安全対策を実施しており、安心して利用いた
だけます。 

 

６．アレルギーへの対応 

 雲母保育園では日頃より清潔を保ちアレルゲンの除去につとめています。毎日の清

掃はもちろんのこと、おもちゃは毎日洗浄し、消毒を行っています。食物アレルギー
を持っている子どもには代替食、除去食を用意し、専用の献立表も渡しています。更

に、専門知識をもった管理栄養士・栄養士が相談に応じています。 
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⑤ 第三者評価の受審状況 

評価実施期間 
令和 ６ 年  ８月  ２０日（契約日） ～ 

令和 ７年  １月  １４日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期） ０回（ 令和  年度 ） 

 

 

⑥ 総評 

 

【特に評価の高い点】 
 
１．食育への取り組み 
・「食との出会いから心身ともに健康で豊かな人を育てる」をスローガンに食育計画を

立て、食育に取り組んでいることが計画や献立表、給食だよりからもうかがえます。  

・毎月テーマに基づいた献立を提供しており、テーマに沿って給食についてのお話しの

時間を給食前に設けて、例えば絵本がテーマの時は、毎日日替わりで絵本を用意し、

その絵本の内容に合わせた給食メニューを提供しています。今日の絵本を実際に用意

し、提供前に子どもに読み聞かせを行い、想像を膨らませて食事の時間を迎えられる

ようにしているなどの日々の工夫がうかがえます。 

・給食は子どもの発達に合わせた形態で提供しており、乳幼児期から様々な味覚に出会

えるように給食提供しており、食器食具は年齢に合わせたものを使用し、特に３歳以

上クラスは発達に応じて箸の導入、和食器での食事提供をしているなどの工夫がうか

がえます。 

 
２．保育の質の向上に関する積極的な取り組み  
・多くの経験をもち、様々な状況に対処する保育士が配置されています。 

・職員募集や採用については、運営法人の福祉事業部採用課が責任を持って取り組んで

います。園で定期的に行われる職員面談において職員の意向を確認し、意向に沿った

職員配置や異動を行い、できる限り長く働いてもらうよう職員の体制確保に努めてい

ます。さらに各種マニュアルを整備され、職員研修が積まれています。 

・姉妹園を率いるリーダー施設長による会議、小委員会で保育の実施方法の変更、追加

を行っています。 

・園日報に基づく終業報告を行い、報告を受けた施設長から指導や助言を受け、職員が

姉妹園の施設長にセカンドオピニオンを受ける機会を設けています。 

・降園時に５分間対応を行っており、苦情の未然防止に努めています。この時間が保護

者と職員との信頼関係の構築に役立っています。 
 
３．職場環境の充実  
・５日間の連続した夏季休暇が取得できるよう図られ、職員から「休みがとりやすい」

という声が聞かれています。有給休暇の取得や急な勤務変更にチームとして協力体制

ができています。 

・家庭事情や希望により、仙台市内に限らず全国の姉妹園での職員配置が可能で働き続

けられるように体制をとっています。 
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【改善を求められる点】 

１．地域との連携 

新型コロナウイルス感染症の影響で乏しくなった外部との交流の機会を再度増やそ

うと働きかけていますが、さらに地域との交流を広げる取り組みを行うことを期待し

ます。  

２．園内組織が有効に機能するための業務体制の安定化 

施設長交代に対して保護者アンケートの一部不安な声に十分に対応し、信頼の回復

を図るよう期待します。 

 

 【保護者アンケートから】 

 利用者アンケート調査は、無記名方式で保育園を通じて各保護者へ手渡しで配布し 

ていただき、回収は第三者性を高めるため評価機関が設置する施錠付きのポストを保 

育園内に設置し、令和６年８月23日から同年９月24日の間に配付した30通のうち29通 

（29人、96.6％）からの回答がありました。各設問の自由意見欄などは現地調査や各 

評価項目での参考にするとともに集計は運営法人、保育園にお伝えしております。 

ご協力いただきました保護者の皆さまには心より感謝申し上げます。 
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⑦ 第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

 

⑧ 第三者評価結果 

別紙のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度は、仙台荒井雲母保育園の第三者評価を受診して多くの気づきを得ることができまし

た。 

普段は、保護者でも行政の方でもない立場の方に保育園で行っている取り組みを見て頂く機

会が少ないため、非常に緊張しました。しかし、良い点を褒めて頂いたり、第三者の視点でコ

メントを頂けたりと、勉強になりました。 

特に保護者から頂いた要望に関しては、気づきの多い内容でした。 

改善策を講じているにも関わらず、その内容が保護者の皆様には十分伝わっていないという

事実が、第三者評価の一環で対応した、保護者アンケートの結果でわかりました。すぐに対策

を講じることも重要ですが、どのように行ったかを伝える方法や、見せ方について、よりわか

りやすく、より伝わりやすくするような工夫が必要と感じております。 

また、評価内容の中で、地域交流・地域貢献といった部分が積極的に行えていないという課

題も改めて認識することができました。すぐに対応することが難しいテーマではありますが、

小さな取り組みから徐々に改善していくことの大切さに気づくことができました。 

 

今後の保育園運営に活かすべく、職員とも評価結果を共有し取り組みを進めてまいります。 
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（別紙） 福祉サービス第三者評価結果票 
【 保 育 所 版 】 

※ すべての評価項目（65 項目）について、判断基準（a・b・c の 3 段階）に基づいた評価結果

を表示する。 

※ 評価項目毎に第三者評価機関の判定理由等のコメントを記述する。 

 

 

評価対象Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

Ⅰ-１ 理念・基本方針 

 第三者評価結果 

Ⅰ-１-（１） 理念、基本方針が確立・周知されている。 

 1 Ⅰ-１-（１）-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 a 
<コメント> 

・「輝く保育士が輝く子どもと子どもの未来を育てる」という保育理念を掲げ、職員自身が

「輝く大人」として個性を発揮することが、多くの子どもの未来を育てることにつながると

謳っています。                                         

・また、基本方針として「相手の気持ちに気付き認め合う心」を掲げています。 

・理念および基本方針はホームページでわかりやすく示されています。職員に対して施設長が

園内研修を通して説明し、保護者に対しては見学の対応の際に一人ずつ入園案内を用いて説

明を行い、入園後は保護者会などの機会を通して伝えています。 

 

Ⅰ-２ 経営状況の把握 

 第三者評価結果 

Ⅰ-２-（１） 経営環境の変化等に適切に対応している。 

 2 Ⅰ-２-（１）-① 事業経営を取り巻く環境と経営状況が的確に把握・ 

分析されている。 
a 

<コメント> 

仙台市内の施設長会議に参加し、全国の姉妹園から経営環境の変化等の報告を得ると    

共に、運営法人が日本こども育成協議会に積極的に参画し、保育所運営事業を取り巻く動向

について、広く的確に情報の収集が図られています。 

 3 Ⅰ-２-（１）-② 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。 a 
<コメント> 

・経営課題として、園児の確保・食材費や保育教材費の高騰・職員採用の経費等々が挙げら

れています。 

・課題に対しては運営法人として、施設長会議や全園通達会議、グループ施設長会議や仙台

市内姉妹園で協力して取り組みが図られています。 
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Ⅰ-３ 事業計画の策定 

 第三者評価結果 

Ⅰ-３-(１) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 

 4 Ⅰ-３-(１)-① 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されてい

る。 
a 

<コメント> 

中・長期ビジョンを策定しており、全園から８名の施設長を選び「リーダー施設長」とし

て会議を毎月開催しビジョンの具現化に取り組んでいます。さらにリーダー施設長の下に10

園ずつのグループによる地域性を考慮した取り組みも行っています。 

 5 Ⅰ-３-(１)-② 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。 a 
<コメント> 

・前年度の反省を生かした事業計画を作成し、翌年の園の運営に反映させるようにして  

います。 

・特に地域とのつながりは課題と捉えており、高齢者福祉施設等とのつながりを事業計画に

具体的に反映させて実践につなげています。 

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。 

 6 Ⅰ-３-(２)-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織 

的に行われ、職員が理解している。 
a 

 

<コメント> 

・年度初めの園内研修や職員会議において、年間目標およびスケジュールの役割分担を  

行い、各クラスや担当ごとに進めています。 

・毎月１回、月間指導計画の振り返りを行って翌月の保育に積極的に活かしています。 

 7 Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。 a 
<コメント> 

・保護者会の場で年間の計画、クラスごとの見通しや経過を伝えています。 

・行事内容については保護者会で写真や動画でわかりやすく伝えています。また１月の保護

者会で昨年の子どもの様子を写真や動画を活用して伝えて共有を図っています。 

・年間行事予定表を年度初めに配布して説明をしています。 

・さらに毎月発行している園だよりで詳しく発信しています。 
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I- ４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

 第三者評価結果 

Ⅰ-４-(１) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

 8 Ⅰ-４-(１)-① 保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、    

機能している。 
a 

<コメント> 

・毎年年度末に職員による園評価の実施と保護者アンケートを取って、改善策を考え保護者

会で説明をしています。 

・今年度の苦情受付は現在のところ０件であり、インシデント、アクシデントについては毎

日昼礼の時間を用いて職員で共有して対応しています。 

 

9 Ⅰ-４-(１)-② 評価結果に基づき保育所として取り組むべき課題を明確 

にし、計画的な改善策を実施している。 
a 

<コメント> 

・抽出した課題を職員会議で共有すると共に、園日報を作成して運営法人及び全姉妹園への

報告を行い、翌日の姉妹園と10分間話す終業報告でセカンドオピニオンを受ける機会を設

けています。 

・また職員会議や園内研修で改善策を検討し実践にうつし、その内容の振り返りも行ってい

ます。 

 

 

評価対象Ⅱ 組織の運営管理 

II- １ 管理者の責任とリーダーシップ 

 第三者評価結果 

Ⅱ-１-(１) 管理者の責任が明確にされている。 

10 Ⅱ-１-(１)-① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し 

理解を図っている。 
a 

<コメント> 

・今年９月に施設長に就任したばかりで日が浅いですが、施設長として職員会議や研修で自ら

の職責や役割・指揮系統などを適切に伝えています。 

・職員と接する際には先入観を持たず、しっかりコミュニケーションをとるよう心掛けて    

います。 

・施設長不在時の際に判断できかねる内容については運営法人に相談し、組織的なバック    

アップを受けられる体制を構築しています。 
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11 Ⅱ-１-(１)-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を 

行っている。 
a 

<コメント> 

・新人職員でも想像できるように具体例をあげて理解が容易になるように説明をして   

います。また随時に質問を聞くように取り組んでいます。 

・職員の理解を図るために資料回覧のアナウンスと閲覧後のサインによる伝達のチェックを

行うなど工夫をしています。 

Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。 

12 Ⅱ-１-(２)-① 保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を 

発揮している。 
a 

<コメント> 

・施設長として園内の巡回や保育現場に入って直接具体的な指導を行っています。 

・施設長研修では事務的方法論の手順を学ぶと共に、コミュニケーション力の向上を図って

おり、今後の更なる指導力の発揮が期待されます。 

13 Ⅱ-１-(２)-② 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を 

発揮している。 
a 

<コメント> 

・施設長として園内を巡回しながら都度適切な指導を実践しています。 

・毎月の職員会議や日々の昼礼において、保育の内容が子どもの発達や特性に沿っているか

の確認や指導を行っています。 

・今後の更なる施設長の役割発揮や指導力の向上が期待されます。 

 

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 

Ⅱ-２-(１) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

14 Ⅱ-２-(１)-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画

が確立し、取組が 実施されている。 
a 

<コメント> 

・職員募集や採用については、運営法人の福祉事業部採用課が責任を持って取り組んでいま

す。 

・園で定期的に行われる職員面談において職員の意向を確認し、意向に沿った職員配置や異

動を行い、できる限り長く働いてもらうよう職員の体制確保に努めています。 
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15 Ⅱ-２-(１)-② 総合的な人事管理が行われている。 a 
<コメント> 

人事労務管理は運営法人において一括で行われています。求める職員像は「Kiraraism」

として明確に示されており「職員自己評価チェックリスト」の記入に基づいた施設長面談を

通して職員像に近づくよう取り組まれています。 

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。 

16 Ⅱ-２-(２)-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくり 

に取り組んでいる。 
a 

<コメント> 

・５日間の連続した夏季休暇が取得できるよう図られ、職員から「休みがとりやすい」という

声が聞かれています。有給休暇の取得や急な勤務変更にチームとして協力体制ができていま

す。 

・さらに家庭事情や希望により、仙台市内に限らず全国の姉妹園での職員配置が可能で働き続

けられるように体制をとっています。 

・資格取得への費用助成制度も構築しています。 

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

17 Ⅱ-２-(３)-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 a 
<コメント> 

・職員の質の向上に向けて運営法人として求める職員像をマニュアルに示し、毎月テーマを

決めた園内研修に取り組んでいます。 

・職員の学びたい希望に応じて研修の機会を確保し、リーダー層にはキャリアアップ研修 

受講を促しています。 

・職員個別の受講履歴を運営法人として管理して育成を図っています。 

18 Ⅱ-２-(３)-② 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定 

され、教育・研修が実施されている。 
a 

<コメント> 

・職員として学ぶべき項目は各種マニュアルとして提示しています。 

・毎月行う園内研修で、子どもの人権・虐待防止の学びを年１回は必須とし、安全確保や保

育技術の向上などテーマごとに研修を積んでいます。 

・今年度は特に安全保健面とBCP（事業継続計画）について項目を追加し、園内研修に取り

組んでいます。 



14 

 

 

 

 

19 Ⅱ-２-(３)-③ 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。 a 
<コメント> 

・外部研修は年１回を目標に個人の目標や関心を踏まえて参加できるように、費用助成を行

って研修受講に努めています。 

・研修後は研修レポートを作成して報告するとともに、他の職員による閲覧も可能になって

おり、さらに園内研修で発表して保育の向上に反映させています。 

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

20 Ⅱ-２-(４)-① 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成 

について体制を整備し、積極的な取組をしている。 
b 

<コメント> 

・実習生受入マニュアルや受け入れプログラムは未整備の状態です。受け入れの希望があれ

ば積極的に受け入れたいと考えていますが、保育士養成校との連携まで至っており   

ません。 

・受け入れの際には運営法人が事前に手続きを進め、個人情報保護に努めています。 

・実習生の受け入れ体制を整備して、受け入れに努めていく事を期待します。 

 

II- ３ 運営の透明性の確保 

 第三者評価結果 

Ⅱ-３-(１) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

21 Ⅱ-３-(１)-①  運営の透明性を確保するための情報公開が行われて 

いる。 
a 

<コメント> 

・運営法人情報や園の情報はホームページを活用して広く公開しています。 

・また第三者委員として地域の民生委員に依頼して外部の視点を入れています。 

・昨年度末には、保護者３名と運営法人、施設長、主任の参加で運営委員会を開催して、  

運営に対する活発な意見を聞く機会を設けています。 

22 Ⅱ-３-(１)-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組 

が行われている。 
a 

<コメント> 

・経理に関する業務は主に運営法人が担い、園が担う事務は業務マニュアルに示して円滑な

運営を行っています。外部の専門機関として会計事務所や法律事務所からの運営支援を 

受けて透明性確保に努めています。 

・園として運営法人による内部監査や仙台市による監査を受けており、特段の指摘もなく 

運営が図られています。 
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II- ４ 地域との交流、地域貢献 

 第三者評価結果 

Ⅱ-４-(１) 地域との関係が適切に確保されている。 

23 Ⅱ-４-(１)-①  子どもと地域との交流を広げるための取組を行って 

いる。 
b 

<コメント> 

・新型コロナウイルス感染症の影響で乏しくなった外部との交流の機会を再度増やそうと働

きかけています。 

・近隣の高齢者福祉施設と夏祭りで踊りを披露するなどの交流や、農業園芸センターでのさ

つま芋栽培など近隣住民の協力を得ながら取り組んでいます。 

・地域や園の行事にお互いに参加するなどの交流が再開されることを期待します。 

 

 

24 Ⅱ-４-(１)-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし 

体制を確立している。 
b 
 

<コメント> 

・ボランティアの申し出は可能な限り積極的に受け入れる体制をとっており、個人情報保護

に努めています。 

・活動内容を聞き取りしたうえで、受け入れ時の活動を決めるようにしています。 

・ボランティア受け入れについては業務マニュアルの中の地域交流に含めて位置付けて  

います。 

・地域との交流を広げるために積極的なボランティアの受け入れと発信について期待   

します。 

 

 

 

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。 

25 Ⅱ-４-(２)-① 保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等 

との連携が適切に行われている。 
a 

<コメント> 

・近隣の医療機関を含めた地域の関係機関のリスト化をしています。 

・子どもの様子が気になる場合は、必要に応じて児童相談所と連絡を取っています。 

・専門性を持つ大学の先生に園に来訪して子どもを見てもらい適宜指導を受けられる体制の

他、子どもと保護者の支援に繋がる研修を実施してもらっています。 

・仙台市発達相談支援センター（アーチル）とは、相談支援を受けている子どもがいる際に

は、保護者の同意のもと、情報交換を行っています。 
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Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。 

26 Ⅱ-４-(３)-① 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われて 

いる。 
a 

<コメント 

・散歩の機会を捉えて近隣住民への挨拶を行い、最寄りの高齢者福祉施設に訪問するなど、

地域で園の認識が高まるよう行動しています。 

・警察署の一日署長、消防車の見学、ネクスコ東日本などの訪問があり、子どもが地域と触れ 

合う機会が増えています。 

・警察署による不審者対応訓練、消防署による避難訓練への協力があり地域との交流が行われて

います。 

 

27 Ⅱ-４-(３)-② 地域の福祉ニーズ等に基づく公益的な事業・活動が  

行われている。 
b 

<コメント> 

・日本こども育成協議会に参画し各方面から地域に関する情報を収集し提供しています。 

・得られた情報を基に園から積極的に地域へアプローチする活動（例えばＡＥＤを設置して

いることの発信など）により地域に根差した保育園を目指していくことを期待します。 

 

評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

III- １ 利用者本位の福祉サービス 

 第三者評価結果 

Ⅲ-１-(１) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。 

28 Ⅲ-１-(１)-① 子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための

取組を行っている。 
a 

<コメント> 

・倫理綱領や規程等を策定し、子どもを尊重した保育の提供について職員が理解し保育実践

に努めています。 

・自己研鑽を積めるように研修への積極的な参加や保育誌の閲覧により、職員の基礎を培う

環境にしています。 

・子どもの権利を守るマニュアルについて、年１回園内研修のテーマに取り上げて理解、 

促進に取り組んでいます。 

・年に２回の自己評価や年度末の園評価を行っています。 
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29 Ⅲ-１-(１)-② 子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われてい

る。 
a 

<コメント> 

・プライバシー保護や個人情報保護に関する研修を年１回実施し、各種マニュアルは事務室

書棚及びパソコンでいつでも確認できる状況になっています。 

・入職時、退職時に誓約書を取り、個人情報の保護に留意しています。 

・保育の中でプライバシー保護、羞恥心に配慮した取り組みを行うのと同時に、園で撮影す

る動画や写真に関して、撮影の可否や公開可能な範囲を各家庭に書面で確認しており、そ

れに沿って保育時間中の様子の公開を行っています。 

・プール活動時には外から見られないように園庭を遮光ネットで囲んで行っている他、玄関

掲示では名前と写真が一致しないように貼り出しています。 

 

Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

30 Ⅲ-１-(２)-① 利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に

提供している。 
a 

<コメント> 

・園への問い合わせは電話、ホームページでのメッセージフォームなど複数の窓口で受け付

けています。希望者には入園案内のパンフレットを用いて個別に見学と説明を実施してい

ます。 

・入園案内は年１回、または内容に変更が出てきた際に更新しています。 

 

31 Ⅲ-１-(２)-② 保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明

している。 
a 

<コメント> 

・入園案内は色鮮やかで図を使って見やすいように工夫しています。 

・見学や入園前面談は一家庭ずつ対応し、保護者が心配なく利用できるように配慮して  

います。 

・個人情報保護同意書・重要事項説明書・写真掲載承諾書・動画掲載承諾書など必要な同意

書をいただき、保管しています。 

・一家庭50分程かけて、質問にも都度応じています。次年度に向けて今年度は17～18件見学

がありました。 
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32 Ⅲ-１-(２)-③ 保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を

行っている。 
a 

<コメント> 

・転園（年度途中）は保護者の転勤により３件ありました。 

・卒園・転園後も子どもの成長など気軽な気持ちで訪ねてもらえるよう雰囲気作りを大切に

して送り出しており、保護者も不安なく転園できるよう相談に応じています。 

・園に遊びに行きたいとの要望があった場合は、時間を合わせて元クラスの担任や子どもと

会える機会を作るなど関係を続けています。 

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。 

33 Ⅲ-１-(３)-① 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を

行っている。 
a 

<コメント> 

・日々の５分間対応、連絡帳、定期的な保護者会、運営委員会の開催、年度末アンケートの実

施によって保護者の利用者満足の度合いを測っています。 

・寄せられた意見、要望は園内で検討し、対応策を講じています。 

・内容についての職員への周知は保護者会、運営委員会などが終わった後に施設長から説明し

職員間で情報共有をしています。 

Ⅲ-１-(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。 

34 Ⅲ-１-(４)-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。 a 
<コメント> 

・苦情解決責任者を含む苦情解決の仕組みを構築しています。 

・苦情解決の仕組み・第三者委員は入園案内に記載し、園見学の際に説明するのと併せて園

玄関に掲示をして周知を図っています。 

・運営委員会を開催し、寄せられた要望の検討を行っています。 

・５分間対応で苦情の未然防止に努めています。 

35 Ⅲ-１-(４)-② 保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者

等に周知している。 
a 

<コメント> 

・５分間対応、連絡帳、個人面談、匿名での年度末アンケート、園ホームページのご意見 

フォームなど、保護者が意見や要望、疑問を質問できる場を用意しています。これら以外

でも相談に応じる体制を整えています。 

・降園時に５分間対応として、家庭ごとに職員が話をする時間を設けています。子どもの 

様子を伝えるだけでなく、相談を寄せられることもあり、この時間が保護者と職員との 

信頼関係構築に役立っています。 
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36 Ⅲ-１-(４)-③ 保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に 

対応している。 
a 

<コメント> 

・５分間対応は担任以外にも、栄養士が対応することもあり、他の職員も対応できるように

情報を共有しています。 

・特に低年齢児の保護者からは食事面やトイレトレーニングなど、日々の悩みが聞かれ、話

しきれない場合は個人面談を用意してその日の様子を伝える体制ができています。 

 

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。 

37 Ⅲ-１-(５)-① 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスク 

マネジメント体制が構築されている。 
a 

<コメント> 

・安全計画を定め、職員・園児・保護者に対して関連する様々な分野から安全意識や   

対応能力の向上に努めています。 

・緊急時の対応方法をマニュアルで定めているほか、事故や災害、またそれ以外の小さな 

異変の際も運営法人と連携して対応する体制になっています。 

・インシデント、アクシデントについて原因分析を行って職員間で共有しています。 

・登降園時の子ども受け渡しは玄関対応を基本としておりますが、希望があれば、保育室に

入ることが可能で保育環境などを見られる体制にしています。 

38 Ⅲ-１-(５)-② 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のため

の体制を整備し、取組を行っている。 
a 

<コメント> 

・業務マニュアル・看護マニュアルに感染症や体調不良発生時の対応を定めています。 

・運営法人の看護師で看護師グループを結成し研修動画の作成、児童の健康や安全に関する

懸念事項やより良い手順の検討、また健康への意識向上に取り組んでいます。 

・感染症によっては医師の意見を求めるフローを定めています。 

・保護者支援として毎月発行している園だよりの中に保健コーナーを設け、家庭での保健 

教育について情報提供しています。 
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39 Ⅲ-１-(５)-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的

に行っている。 
a 

<コメント> 

・安全計画に災害時に向けた取り組みを位置づけて実施しています。 

・災害時に備え、毎月異なる曜日、時間帯、発災場所を想定した避難訓練を実施して   

います。 

・備蓄品は３日分を施設長が管理・保管しており、必要なタイミングで運営法人から追加 

しています。 

・仙台市内の姉妹園２園で連携して被災時における取り組みを定めています。 

・園庭内、屋内侵入を想定した不審者対応訓練を年２回実施しています。 

・園外で不審者に出会った際に大声で助けを求める連れ去り防止訓練も実施しています。 

・避難所の明示やローリングストックの推奨など、安全計画を保護者に向けて情報発信をし

ています。 

 

 

Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保 

 第三者評価結果 

Ⅲ-２-(１) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 

40 Ⅲ-２-(１)-① 保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供

されている。 
a 

<コメント> 

・業務マニュアルや保育のガイドラインを運営法人で策定し、文書として整備しています。 

・業務マニュアルを全部一度に確認するというよりも、活動プログラムごとに確認し、確認

した場合には施設長に報告しています。 

・子どもの人権・虐待に関しては必ず毎年度園内研修を行っており、また保育に臨む姿勢な

どは年２回「職員自己評価チェックリスト」で確認しています。 

41 Ⅲ-２-(１)-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立 

している。 
a 

<コメント> 

・姉妹園を率いるリーダー施設長による会議開催や小委員会でテーマごとに課題を検討して

います。さらに実施方法の変更や、必要な追加を行っています。 

・業務マニュアルは今年（令和６年）の４月に更新し大幅に見直しをしています。 

・箸の導入、衣類の着脱について導入時期についてガイドラインで定めています。 

 

 

 

 



21 

 

 

 

 

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。 

42 Ⅲ-２-(２)-① アセスメントに基づく指導計画を適切に策定している。 a 
<コメント> 

・全体的な計画に基づく年間指導計画案、月間指導計画案、週間指導計画案を作成し、それを

もとに日々の保育に当たっています。 

・計画案について年度ごとに振り返りを行っています。 

・クラス間の連携や前年度までの様子の共有など、担任だけでなく複数の職員の視点が入った

内容となっています。 

・特に配慮が必要な子どもに対しては、仙台市の整備事業を活用し大学の先生から個別に専門

的アドバイスを受け、適切なタイミングで個々に発達状況を記録しています。 

43 Ⅲ-２-(２)-② 定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。 a 
<コメント> 

・指導計画については運営法人からの見直しや次年度担任による話し合いにより、定期的な 

見直しを行っています。 

・また週間指導計画案、月間指導計画案は、現在の状況に合わせて見直しを随時行っていま

す。 

・突発的な場合にも全職員が周知できるように昼礼の中で報告し周知・見直しを行っていま

す。 

Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。 

44 Ⅲ-２-(３)-① 子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、

職員間で共有化されている。 
a 

<コメント> 

・保育の計画記録はICTシステム上で管理されており、フォーマットが統一されています。 

主に担任職員が計画を作成し、その内容に沿った実施記録を取っていますが、内容に関して

は施設長・リーダー層職員が指導しています。 

・また保育に関係するような児童の状況の変更は随時記録を残しています。 

・記入については適切な表現のあり方について指導をしています。 

45 Ⅲ-２-(３)-② 子どもに関する記録の管理体制が確立している。 a 
<コメント> 

・プライバシーマーク認証を取得しており、園職員・運営法人とも個人情報保護に関しては

毎年の研修とテストを受け、細心の注意を払っています。 

・ICTで管理する情報は職員によってアクセスを制限し、データ管理の情報も施設長のみのパ

スワードを用いています。 

・個人情報保護マニュアルを作成しており、個人情報の取り扱いについては保護者に説明 

し、書面で同意をいただいています。 

・書類での情報は施錠できる引き出しで保管、在籍児や保管期限中は園児ごと整理して保管

しています。 
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評価対象Ａ 福祉サービスの内容 

Ａ－１ 保育内容 

 第三者評価結果 

Ａ-１-(１) 全体的な計画の作成 

46 Ａ-１-(１)-① 保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの  

心身の発達や家庭及び地域の実態に応じて保育課程を  

編成している。 

 

a 

<コメント> 

・全体的な計画は施設長主導で作成しており、保育所保育指針など関連する法令等を運営法人

で検討したうえで監修しており、地域性や在園児、園の取り組みを盛り込んだうえで園の全

体的な計画を完成させるという仕組みが構築されています。 

・年度末に行った振り返りを活かして翌年の全体的な計画の作成につなげる仕組みが構築され

ています。 

・年齢別、組別年間指導計画において職員の評価、振り返りをしています。 

・月間指導計画では子どもの様子の評価と振り返り、職員の週間の振り返りをしており次に活

かす仕組みが構築されています。 

・食育計画（年齢別）において子どもの様子の評価と振り返り、職員の評価と振り返りをして

次に活かす仕組みが構築されています。 

Ａ-１-(２) 環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開 

47 Ａ-１-(２)-① 生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごす   

ことのできる環境を整備している 
a 

<コメント> 

・園内は第二の家となるように生活の場として適した空間となるように保つことが意識され

ています。 

・コット（昼寝用の低床ベッド）や玩具遊具、園舎設備は日々清掃、消毒を行い清潔な状態

を保持されています。 

・安全計画において、毎日の清掃点検、調理室の毎日の衛生管理点検表、週１回の安全点検 

チェックリスト、毎日の午睡チェック、散歩マップ見直しなどの取組みが位置づけられて

います。 
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48 Ａ-１-(２)-② 一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた  

保育を行っている。 
a 

<コメント> 

・子どもの発達過程を理解したうえで、生育歴や家庭環境などの子ども一人ひとりの状況を

踏まえて保育に当たることを念頭におき、年間指導計画案や全体的な計画とは別に、職員

向けに子どもの発達経過を共有出来るような資料を作り、クラス会議で振り返りや今後の

狙いや展望を話す機会を設けるなどの体制が構築されています。 

・子どもが言いたい事、聞きたいことは子どもの目線で聴けるように座って話を聴くことを

日々の実践の心構えとして取り組まれています。また子ども自身が自分でやりたいことは

出来る限り子どもの力だけで出来るように見守り、必要に応じて環境を整えているなどの

工夫を取り入れています。 

・丁寧な声掛けが出来るように昼礼などで職員に言葉遣いの指導も適時行うなどの体制が構

築されています。 

・年齢応じた年間指導計画に沿った保育の実践が計画されている。個人差への配慮も年間保

育目標で掲げられています。 

・年間指導計画の職員の援助、配慮事項等の項目に記載をすることで保育の実践が具体化さ

れたものとなっています。 

・言葉遣いについて職員自己評価チェックリストにも項目があり、園児への言葉遣いの例と

しては、０歳児に関しては幼児語（赤ちゃん言葉）をつかわない、「〇〇しないよ」とい

う否定的な言葉は使用せずに、「〇〇しようね」という肯定的な表現をすることで伝えら

れるようマニュアルとして位置づけられ実践されています。 

・さらにマニュアルの理解を深めるための研修や自己評価を行いマニュアルと実践の連動に

活かせる体制が構築されています。 

 

 

 

49 Ａ-１-(２)-③ 子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる   

環境の整備、援助を行っている。 
a 

<コメント> 

・年齢に応じて基本的な生活習慣を身に着けられるように、日々の活動に盛り込んだり、声か

けを意識して実践に取り組まれています。 

・一人ひとりの子どもの姿に合わせて出来る所は見守り、必要があれば友だちや職員に手伝っ

てもらいながら過ごせるような環境を整えています。 

・基本的な生活習慣を身につけることができる環境の整備、援助については年間指導計画（年

間保育目標）、月間指導計画の中での職員の援助・配慮、環境構成、園だよりの今月のねら

いなどから目指す方向性がうかがう事ができます。 

・計画の中の評価、振り返りの中でも取り組みや評価がわかるような記載が確認されていま

す。 

 



24 

 

 

 

 

50 Ａ-１-(２)-④ 子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活

と遊びを豊かにする保育を展開している。 
a 

<コメント> 

・一時保育室には廃材や絵の具・色鉛筆など子どもが自由に選んで使えるような製作コーナ

ーを用意しており、予定した製作活動以外にも気軽に遊べるようにしているほか、遊戯室

には絵本コーナーを設けて沢山の絵本を並べているなどの環境を整えています。 

・運動遊びを動画で教えてくれるｅラーニングを受講して、運動遊びのバリエーションを 

増やすなどの職員の知識向上の取り組みがされています。 

・年間指導計画や全体的な計画で遊び方の目標や子ども同士の意見交換についての記載が 

確認されています。   

・５歳児クラスでは子ども同士だけで話し合いをして物事を決めていく経験のために、例え

ば地域の警察署との協働による「一日こども署長」をどのように決めるかについて「子ど

も会議」を設ける取り組みは、子どもの意見表明の保障として素晴らしい着眼点と実践と

いえます。 

・さらに全体的な計画や年間指導計画の中に子ども会議として位置づけることで、もっと計

画的で具体化した内容につながっていくと考えられます。 

51 Ａ-１-(２)-⑤ 乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に   

展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に

配慮している。 

 

a 

<コメント> 

・室内環境についてはハイハイが出来るスペースの確保、伝い歩きが出来るパーテーションの

設置のように月齢に合わせた環境設定を行い、自分で好きな玩具を自分で見つけて取り出せ

るように環境を整備しています。 

・子どもの反応を見守りながら不安なことがあれば抱っこをして安心感が得られるようにした

り、優しく話しかけてあげたり、必要に応じてじっと見守ってあげたりしながら関わるとい

う方法を共有し実践に取り組まれています。 

・年間指導計画案、全体の計画・一年間の計画をもとに担任間で話し合いをしながら理解を深

めて、関わりや活動計画につなげている体制が構築されています。 

・家庭との保育を通じた共有については、毎日子どもの様子を伝えていく中で、出来た事を伝

え一緒に喜び合える環境を意識的に作るほか、給食の様子を伝えながら食事形態の変更など

を行う工夫を取り入れています。 

・保育園に子どもを初めて預ける保護者もいるので、安心感が得られるよう、言葉を惜しまず

に関わり、保護者への労いや達成を一緒に喜ぶことを大切にしながら実践しています。 

・年間指導計画のねらい（養護・教育）の中で要点が抑えられていることが確認されるととも

に振り返りもなされていることがうかがえます。 

・毎月の園だよりの今月のねらいなどから目指す方向性を捉える事ができます。 

 

52 Ａ-１-(２)-⑥ ３歳未満児（１・２歳児）の保育において、養護と教育 

が一体的に展開されるよう適切な環境を整備し、保育の  

内容や方法に配慮している。 

a 
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<コメント> 

・子ども同士からの声に耳を傾けながら自分で出来ることを積極的に出来るように見守り、必

要があれば援助し出来た時にはたくさん褒めるようにする実践が取り入れられています。 

・指導案を作成して活動の内容は事前に決定はするものの、子ども同士がやりたい事がある際

には出来るだけ叶えられるように環境設定にも工夫を取り入れています。 

・子ども同士のかかわりの中で衝突が起きた場合も、双方の言い分があることから、どちらの

意見も聞きながらも一方的な仲裁を行わないように心掛けるよう職員の理解のもと実践をさ

れています。 

・夕方の時間は、０～２歳児と合同で過ごし異年齢との関わりを設けられるようにしているほ

か、散歩に行った際に職員が積極的に地域の住民に挨拶を行い、子どもたちが挨拶の仕方を

学ぶ環境を整えています。 

・年間指導計画のねらい（養護・教育の項目）の中で子どもへの関わり方の要点が抑えられて

いることが確認できます。 

・上記に加え、振り返りもなされており、毎月の園だよりの今月のねらいなどから目指す方向

性を捉える事ができます。 

 

 

53 Ａ-１-(２)-⑦ ３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開

がされるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に

配慮している。 

         

a 

<コメント> 

・保育所児童保育要録の作成を行って小学校との連携を行っているほか、異年齢の子ども同士

が集まり、交流を深める縦割り保育で過ごす時間を多く設けており、その中で年下児への思

いを汲み取り一緒に遊び、手伝ってあげられる環境を意識的に作り実践に取り組まれていま

す。 

・また友だち同士の思いを感じられる、認めてもらえる、聞いてもらえる喜びを感じられるよ

うに、各クラスの子ども同士だけで話し合いをする時間を設ける環境を作っています。 

・年間指導計画のねらい（養護・教育の項目）の中で子どもへの関わり方の要点が抑えられて

いることが確認できます。 

・上記に加え、振り返りもなされており、毎月の園だよりの今月のねらいなどから目指す方向

性がうかがう事が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

54 Ａ-１-(２)-⑧ 障害のある子どもが安心して生活できる環境を整備し、 

保育の内容や方法に配慮している。 
a 
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<コメント> 

・集団で過ごすことが難しい場合には、その場から離れて気分転換出来るように工夫したり、

個別で話をしたりと子ども一人一人の特性に合わせて対応できるようにしています。また一

人ひとりの子どもの特性に合わせてゆっくり話しをする、簡単な言葉で分かりやすく話すな

ど関わり方も工夫が取り入れられ実践できる体制が構築されています。 

・業務マニュアルにおいて、障害児保育、発達障害がある子への関わりの項目が確認できま

す。 

・研修計画で発達障害についての研修機会が確保されており、研修内容の共有できる機会の確

保として研修受講者による報告書を共有されている仕組みがあります。 

・障害のある個別指導計画として、指導案を振り返るタイミングで見直しをしている他、大学

の専門性を持つ先生に園に来訪巡回して気になる子を見てもらい援助方法や言葉かけ、活動

内容についても指導を受け、その内容を保育に活かすスーパーバイズ事業を活用できる体制

を備えています。 

 

 

 

55 Ａ-１-(２)-⑨ 長時間にわたる保育のための環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

  

a 
<コメント> 

・１日の大まかな流れがあり、生活リズムを身に着けられるようになっており、年齢に合わ

せて昼食や午睡の時間の設定をしています。 

・夕方には担任はその場に残る職員に対して、保護者への伝達事項を申し送りして退勤する

ようにしています。また、延長保育の時間帯は子ども達が寂しがらないように、好きな 

遊びで職員が一緒に遊んだり、見守ったりしています。 

・クラスごとにボードがありそこに保育職員が記載できるようにしており、記載以外にも 

必ず口頭で伝えるなどの情報伝達方法に配慮がされています。 

・延長保育の子どもの際にも対応できる保育職員が決まっている場合には、その職員に話し

ておくなど伝わるようにしているなど伝達事項の申し送り方法における工夫が確認され 

ます。 

 

 

 

 

 

56 Ａ-１-(２)-⑩ 小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の 

内容や方法、保護者との関わりに配慮している。 
b 
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<コメント> 

・年間計画案、月間計画案、週間計画案の中に位置づけ、時機を見て子どもの就学意欲を  

高める活動や声かけをしているほか、担任が主となって保育所児童保育要録の作成を     

行い、小学校への提出を行っているなど小学校との連携が実施されています。 

・小学校への就学に向けては、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うことの  

大切さについて、家庭での役割、保育園でできることなど幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿の共有を図るために、保育園としては保護者会などの機会を捉え、保護者としての

役割の認識が高まることへの協力に期待をします。 

Ａ-１-(３) 健康管理 

57 Ａ-１-(３)-① 子どもの健康管理を適切に行っている。 a 
<コメント> 

・毎朝、受け入れ時には保育職員が健康観察を行っている他、毎月の身体測定、０歳児健診を

行っており、その他の園児は入園時と年２回の健診、年１回の歯科健診を行っているなど定

期的な健康管理に努められています。 

・運営法人として「看護マニュアル」を作成し、法人内看護師会ではSIDS（乳幼児突然死症候

群）を含む４テーマで研修動画を作成し、緊急時の対応の訓練を行うなどして専門性を担保

した取り組みが実践できるような体制が構築されています。 

・園だよりの「保健コーナー」で保護者への情報提供を行っている他、子どもへは健康指導を

月１回程度行っているなど園内の保健計画に定められた実践を行っています。 

・子どもが園にいる間にケガをした際には、その経緯を含めて保護者に説明及び謝罪をし、事

故記録簿に記録しているなど方法が確立され実践されています。 

・予防接種を受けた際には児童票に記録している他、午睡時のチェックは法人としてマニュア

ルを作成、安全に見守りを行う体制を構築し実践されています。 

・登園停止になる感染症についての説明は、入園案内の他、玄関入口の掲示において確認でき

るようになっている他、病状許可については、保護者にいつ医療機関に行き登園が可能にな

っているかを記載してもらうようにしているなど方法が確立され実践されています。 

・事故記録について、今年は発生していないことが確認されました。 

58 Ａ-１-(３)-② 健康診断・歯科検診の結果を保育に反映している。 a 
<コメント> 

・毎月の身体測定、０歳児健診、年２回の健康診断歯科健診の結果は健康手帳に記録され、

保護者への書面での情報提供、アプリを活用した身長、体重の記録の確認、保育職員の結

果確認を行っているなど方法が確立され実践されています。 

・また栄養面での目標値に反映されたり、結果の不良があれば保護者に伝えて早期に対応で

きるように動いているなど体制を構築し実践されています。 

59 Ａ-１-(３)-③ アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、   

医師からの指示を受け、適切な対応を行っている。 
a 



28 

 

 

 

 

<コメント> 

・慢性疾患、アレルギーのある児童については医師の生活管理指導票の指示に沿って対応す

る体制を構築し実践されています。 

・食物アレルギーに関しては運営法人内で定めたアレルギー対応マニュアルの手順に沿って

保護者と対応方法を確認し、文書による合意を得る対応を行っており、原因となる食材は

すべて除いたうえで必要な栄養素が摂取できるように違う食材を提供する配慮体制を構築

し実践されています。 

・担任保育士以外が介助に入る際にも間違いなく対応できるようにお盆で区別するなど、ア

レルギー児への食事提供の流れは全職員で確認できる体制を構築し実践されています。 

・幼児クラスの子どもに対しては、アレルギーとは何か、アレルゲンとなる食材を食べると

どうなるかなどについて絵本を用いながら伝えています。 

・家庭の宗教に合わせた食事を可能な限り提供する体制も整えております。 

 

 

 

 

 

Ａ-１-(４) 食事 

60 Ａ-１-(４)-① 食事を楽しむことができるよう工夫をしている。 a 
<コメント> 

・「食との出会いから心身ともに健康で豊かな人を育てる」をスローガンに食育計画を  

立て、食育に取り組んでいることが計画や献立表、給食だよりからもうかがえます。 

・毎月の「給食だより」や年度内の保護者会で食事や食育の状況を保護者に伝えており、 

２歳児クラスまでは食事面に特化した連絡帳「栄養ノート」を設け、幼児食に移行するま

で保護者との食事に関するコミュニケーションを、双方向で取れるよう配慮するなど  

サポートを行っているほか、毎月の献立は保護者に配布、日々の給食は玄関にサンプルを

出し、保護者にも見える場所に置くなど工夫をしております。 

・毎月テーマに基づいた献立を提供しており、テーマに沿って給食についてのお話しの時間

を給食前に設けて、例えば絵本がテーマの時は、毎日日替わりで絵本を用意し、その絵本

の内容に合わせた給食メニューを提供。今日の絵本を実際に用意し、提供前に子どもに 

読み聞かせを行い、想像を膨らませて食事の時間を迎えられるようにしているなどの日々

の工夫がうかがえます。 
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61 Ａ-１-(４)-② 子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を   

提供している。 
a 

<コメント> 

・給食は園に勤務する管理栄養士、栄養士が毎月園独自の献立を立て、毎日地域の店で食材

調達を行い、園内で調理して提供しており、献立はサイクルメニューではなく、毎月  

テーマを決めて統一感のある内容を意識し、また行事食や毎月のお誕生日ケーキなど楽し

みになる献立を作成していることが献立表からもうかがえます。 

・給食は子どもの発達に合わせた形態で提供しており、乳幼児期から様々な味覚に出会える

ように給食提供しており、食器食具は年齢に合わせたものを使用、特に３歳以上クラスは

発達に応じて箸の導入、和食器での食事提供をしているなどの工夫がうかがえます。 

・アレルギーを持つ子どもがいる場合は生活管理指導票にしたがって除去提供しつつ必要な

栄養が摂れるように工夫したメニューを提供しています。 

・調理、栄養管理面においては詳細に定めた「栄養士マニュアル」があり、HACCP（ハサッ

プ：食品等事業者が食品の安全性を確保するための衛生管理の手法。）の考え方を取り 

入れた衛生管理を行い、給食日誌等各種記録で衛生管理や喫食状況を記録しています。 
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Ａ－２ 子育て支援 

 第三者評価結果 

Ａ-２-(１) 家庭との緊密な連携 

62 Ａ-２-(１)-① 子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を 

行っている。 
a 

<コメント> 

・毎日の降園時の「５分間対応」でその日の出来事を伝え、家庭での話を伺い、保護者と職

員との信頼関係構築に努めているほか、毎月の園だより・給食だよりで園からの情報提供

を行っているなどの取り組みを実践されています。 

・２歳児クラスまでは連絡帳、３歳児以上は伝えたいことがあるときに出欠確認をするシー

ル帳で伝達をもらうなど、年齢に応じた工夫を取り入れて実践されています。 

・保護者会や個人面談の機会だけでなく、個人的な相談も要望に沿って応じているほか、普

段の様子を写真で撮影し、玄関に掲示し保護者に伝えているなど保育時間を共有する取り

組みを実践されています。 

 

Ａ-２-(２) 保護者等の支援 

63 Ａ-２-(２)-①  保護者が安心して子育てができるよう支援を行って  

いる。 
a 

<コメント> 

・毎日の降園時の「５分間対応」や面談で家庭での様子を伺うのと同時に園での様子を伝

え、保育園と家庭の過ごした方の認識のギャップを埋めることや、不安感の解消を図るな

どの支援をしています。 

・実践例としては、子どものトイレトレーニングに対して悩みを抱えている保護者に対して

は、園で取り入れている対応方法や、トイレに連れていくタイミング等を具体的に伝え、

子どもの今の状況や気持ちの向け方などを伝えるといった実践例があります。 

・保護者自身にトイレトレーニングに関して焦りが見られた場合には、焦りすぎず子どもの

ペースや気持ちを汲み取りながら、大丈夫であることを伝え、安心感が高まったなどの実

践例も確認することができました。 

 

64 Ａ-２-(２)-②  家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期  

発見・早期対応及び虐待の予防に努めている。 
a 

<コメント> 

・毎日登降園時の職員による視診のほか、着替えなどの子どもの様子を確認できる機会や、

降園時の「５分間対応」や個人面談等保護者と接する機会を活かし、虐待等の端緒を捉え

るようにするなど体制が構築されています。 

・虐待について防止・早期発見を目的とした運営法人内マニュアルを整備しており、毎年虐

待、人権の園内研修を行い、職員として関わる上でチェックリストを用いて確認を行うほ

か、虐待と思われる事案がある場合には児童相談所、区役所への通告、情報提供を行うほ

か、事案が発生した場合には記録を残すといった一連の対応を行う体制が構築され、実際

の通告事案への実践に活かされています。 

 



31 

 

 

 

 

Ａ－３ 保育の質の向上 

 第三者評価結果 

Ａ-３-(１) 保育実践の振り返り（保育士等の自己評価） 

65 Ａ-３-(１)-① 保育士等が主体的に保育実践の振り返りを行い、      

保育実践の改善や専門性の向上に努めている。 
a 

<コメント> 

・毎年２回、職員全員が自己評価チェックリストで業務や保育に当たる姿勢の振り返りを 

行い、施設長からの他己評価と突き合わせた面談を行い実践の振り返り、専門性の向上に

つなげる体制を構築し実践しています。 

・昼礼や各種会議「終業報告」などで保育や行事など日々の取り組みへのフィードバックや

保育の質の向上のために機会を活かした取り組みを日々実践しています。 

・計画を立てて園内研修を実施し、職員が参加した園外研修はレポートを作成して他職員へ

の報告を行い最新知識の共有が担保される体制が構築されています。 

 


